
―――――――――― 令和７年度 ―――――――――― 

(公社)日本ホッケー協会 U15 カテゴリー部会     

第１回常任委員会議事録  

期 日：令和７年５月２５日（日） ９時３０分～１５時３０分 

会 場：YIC京都工科自動車大学校 ℡０７５－３７１－４０５５ 

        京都市下京区油小路通塩小路下ル西油小路町 27 

 ―――――――――――――――――――――――――― 

          参加者（敬称略） 

会  長：式  貴志（香川県：香川県ホッケー協会長） 

   顧 問：馬場 治男（埼玉県：駿河台大学） 

事務局長：久保 克敏（京都府：蒲生野中学校） 

事 務 局：德光  寿（山口県：末武中学校） 

競 技 部：鈴木 良子（兵庫県：丹南中学校） 

審 判 部：尾木 典隆（奈良県：桜井西中学校） 

常任委員：曽根原龍太（東北）、佐々木亮太（関東）、松本 大輔（北信越） 

山田 享平（近畿）、道端 良之（中国）、 

川原  篤（四国）、石井 幸美（九州） 

U15 海外遠征事務局：幸田 伸也（奈良県：郡山南中学校） 

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  文責：德光  寿（事務局）   

―――――――――――――――――――――――――― 

１ 開 会 

２ あいさつ 

    会に先立ち、式 U15カテゴリー部会会長（香川県ホッケー協会長）からご挨拶をいただく。 

３ 参加者紹介 

 

 

常任委員会 

・構成員：１７名 

・出席者：１５名 

規約第６章第 19条に
則り本会は成立 



４ 協議事項 

（1）令和７年度Ｕ１５カテゴリー部会役員（案）・・・・・・・・・・・・・・ （事務局）    資料 １  

  ・２年任期を基本とするが、人事の都合などでその通りにはなっていない。 

 ・会 長･･･今年度全中大会開催地より式貴志（香川県ホッケー協会長）様にお願いする。 

  ・副会長･･･次年度全中大会開催地の岡山県にお願いする。 

  ・常任委員、専門委員の交代について確認 

資料１の案で承認される。 

 

（2）第 55 回全日本ホッケー選手権大会・・・・・・・・・・・（香川県・愛媛県大会実行委員会、事務局） 

   ・「実施要項」「競技運営規程」「会場関係」「その他」の決定事項  

    ○クウォーター制の導入 7-1-7 -5- 7-1-7（熱中症対策） 

○全中大会では代表者会議とはせず、監督会議とし、必ず監督が出席することを確認。（R5.2.25） 

○【男子】監督会議と開会式の会場を同一会場に変更した。 

○【男子】開会式会場の収容人数の関係で、保護者の観覧を制限する可能性がある。 

○【男子】競技会場で狭い部分があるが、予めご了承いただきたい。 

○1日目、2日目の競技開始時間は 9時 30分。3 日目は 10時から準決勝、12時から決勝を予定。 

○申込み締切（7月 31日）時点でブロック大会が終了していないブロック（北信越、近畿）があ
る。該当ブロックのチームは申込み締め切り前に全チーム申込みを行うこと。 

○正式な申込は別紙「参加申込書」において、学校長（クラブチーム不要）・所属協会長の承認
を受け、（公社）日本ホッケー協会にメールで Excelデータおよび PDFデータ（校長印および
会長印が確認できるもの）を送信することを確認。（郵送不可） (R7.5.25) 

 

・宿泊、弁当について 

○キャンセルポリシーに関しては、男女同じになるように調整していただくよう要望。 

◯夕食は弁当対応にはならないように手配済み。 

◯宿泊業者から当日の宿泊はキャンセルされないように要望された。 

◯保護者の宿泊についても別サイトにて斡旋を行うことが報告された。 

○宿泊施設については、朝食・夕食有りの宿泊施設を優先して確保すること。 

○氷の斡旋がされることになった。配宿前の個数の希望調査のため、配宿決定後の氷の個数の変更も柔
軟に対応することを確認。 

○宿泊一覧にホテル内夕食、外食等のわかるように提示すること等 を旅行会社に要望。（R6.2.24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊全中大会および 11 人制大会の宿泊についての留意事項 

・大会期間中については、必ず大会事務局を通して宿泊申し込みをする。 

・弁当については、以前より希望制としている。 

・全中大会では大会初日(開会式の前)に公式練習を設ける。 



   ・各ブロック参加枠数の最終確認 

 北海道 東北 関東 北信越 東海 近畿 中国 四国 九州 開催地 優勝枠 合計 

男子 0 3 4 3 2 4 3 1 2 
1 

香川 

1 

関東 

24 

女子 0 3 4 4 1 4 3 1 2 
1 

愛媛 

1 

東海 

24 

 ・全国大会シード権（組み合わせ抽選）及び決勝トーナメントの組み合わせ抽選の確認 

   全国大会のシード権について  やり方：確認（シードが 9 チームの場合） 

          ①前回の全中でベスト 4 に入った府県ブロックを先に分ける。 

     ②その後、各ブロックのシード校をランダムに抽選する。但し、予選会を行わずに全中に参加をして
いる府県はシード扱いをしない。 

      よって、1 つのブロックの中にシード校が２つの入る所ができる。  

 

 

具体的には・・開催地枠と今年度のベスト４に入ったブロックは、同ブロックにシードチームが２つ 

入らないように抽選をする。 

令和６度男子ベスト４ 優勝：今市（関東）、準優勝：東原（関東） 

３位：HC HYOGO HEARTS（近畿）、仁多（中国） 

         Ｒ７開催地枠 香川（四国） 

令和６度女子ベスト４ 優勝：かかみがはらＨＣ（東海）、 準優勝：朝日（北信越） 

３位：今市（関東）、横田（中国） 

         Ｒ７開催地枠 愛媛（四国） 

    上記結果により、令和７年度の男子については、開催地枠（北信越・四国）と関東ブロック、近畿ブロッ
ク、中国ブロックの１位の４チームについては、先に抽選を行い、この４チームについては同一ブロック
内に入らないようにする。その後、他ブロックの１位を抽選する。女子も同様に行う。 

 

   ＜その他＞（U15 事務局） 

・ＪＯＣ有望選手のトロフィーについては、Ｕ１５カテゴリー部会で準備。 

   ・全中大会の医療スタッフ（手当者）については、日本ホッケー協会に登録された者であること。 

（要注意） 

   ・決勝トーナメントの組み合わせ抽選について 

  令和５年度まで決勝トーナメントの組合せは、予選リーグの試合が全て終了した時点で抽選を行ってい
たが、令和６年度富山全中からは、事前に決勝トーナメントの組合せ表に入る。組み合わせ抽選はおこ
なわないことを確認。（R6.2.24） 

 

   大会要項・レギュレーション等は決まり次第、日本ホッケー協会および U15 カテゴリー部会 HP にアップ
する。 

 

 

 

 



・大会レギュレーションについて 

  令和６年度第２回常任委員会で、登録人数を１２名から１５名に増やし、１５名で試合ごとに１２名の
出場可能選手を選択する形としてはどうかという意見が出た。 

令和７年度の全中大会は現状通り１２名の登録で行うことを確認し、令和８年度以降の対応については、
各ブロック、各チームの意見を集約し、令和７年度第１回常任委員会で再度協議することとした。 

     →協議した結果、１５名登録することについては見送ることに決まった。 

 

  ・令和７年度四国全中全国委員会の持ち方について 

    令和７年度の四国全中では監督会議が男女別会場になるため、全国委員会行わない。令和７年度第１回
常任委員会の議事録を各チームで確認していただき、意見があれば各ブロック常任委員に集約すること
を確認。 

 

  ・全中開催地の経費面の負担軽減に向けて U15カテゴリー部会としても努力を続けていくことを確認。 

 

 

（３）令和６年度決算報告および事業報告について ・・・・・・・・・ （事務局）  資料２・資料３  

   異議なく承認される。 

 

（４）U15 カテゴリー部会規約＝確認＝                            資料４  

規約について再確認した。 

 

（５）全国大会内規事項等について＝確認＝                                                資料５  

○クラブチーム参加規程について 

クラブチームの参加規程について協議を行い、以下のように変更された。（R6.2.24） 

（２）⑥ クラブチームの登録選手は、一旦提出された登録名簿から年度途中に選手がチームを変更す
ることはできない。（少なくとも全国大会終了まではできない。）但し、新規登録はこの限り
ではない。※新規登録：どこのチームにも所属していなかったもの。 

 

１．全国大会参加資格について  

（２）②クラブチームにあっては、日常継続的に代表者もしくは※２指導資格を有する指導者の指導のも
とに、活動が適切におこなわれていること。また、監督またはコーチのどちらかは※２指導資格を
有すること。 

※２：JSPO（日本スポーツ協会公認スポーツ指導者 コーチ 3 以上を有するもの） 

 この規程について、コーチ資格の緩和をしてもよいのではないかという意見があり、協議を行った。コ
ーチ資格については、変更せず現状のまま運用していくことを確認したが、今後も継続的に審議してい
くことを共有した。（R7.2.23） 

  

    （４）クラブチームの参加を認めない場合 

     ① 大会の申し込みに際して、参加条件に虚偽の内容が判明をした場合は参加を認めない。 

 この規程について、以下の変更がされた。（R7.2.23） 

（４）クラブチームの参加を認めない場合 

       ① 大会の申し込みに際して、参加条件に虚偽の内容が判明をした場合は参加を認めない。 



   ・合同チーム編成条件の再確認 →協議(８)で                                  資料６  

     * 学校長の承認は必要・・・学校管理下による大会実施を守る 

     * 教員（部活動指導員府含む）による引率は必ず必要である 

     * 合同チームとして認められる範囲（チーム数）は特に設けない。（R6.2.24 承認） 

         * レンタルによる合同チームについては、現状では全国大会については認めることはできない。 

 

・北海道の参加はなし 

   ・R7 年度以降の全中大会開催地について 

              R7：九州ブロック→四国ブロックに変更（香川県：男子 愛媛県：女子） 

R8：中国ブロック（岡山県で決定） 

R9：近畿ブロック＜令和７年度中に全中開催地の内定を目指す。＞ 

R10：関東ブロック、R11：東海ブロック、R12：東北ブロック、R13：四国ブロック 

R14：北信越ブロック、R15：九州ブロック 

※令和７年度中に令和９年度の全中開催地の内定を目指す。 

【基本ローテーション】 

九州ブロック→中国ブロック→近畿ブロック→関東ブロック 

→東海ブロック→北海道・東北ブロック→四国ブロック→北信越ブロック 

 

（６）令和７年度事業計画(案)・予算(案)について 

   ＝「事業計画」＝                                                          資料７  

    ・ブロック大会日時と会場の確認 

 

      ＝「収支予算書」＝                                 資料８  

※補足 

        ・全中大会補助金：180 万（90 万円ずつ分配）（日本ホッケー協会より） 

・11 人制大会：R6 は 192 万、R7 は 320 万予定 

   異議なく承認された。JHAより「JSC助成金（toto助成等）」を積極的に申請していただき、補助金での
運営を進めていくことができるようになってきている。 

 

（７）Ｕ１５カテゴリー部会協力金について                         資料９  

      ＊令和７年度の「登録料」徴収について  

          1)各常任委員から、ブロック内各チームに「個人登録料」の納入について連絡 

     2)併せて、常任委員は、ブロック内各チームの 6/1 現在の部員数を調査し事務局に報告 

  ※報告先＝事務局会計：阿部 と 事務局：徳光 

          3)別紙 資料９と９－２  の要領にて、各チームは 6/30 までに登録料を納める 

     2)各常任委員は、納入の滞っているチーム等に催促をする 

 

   個人登録料にについてご理解いただき、今年度も１人 1,000円を納めていただくことにした。 

 



（８）合同チームおよび拠点校部活動の承認について 

       ・男子３＋２（昨年度７＋１）チーム、女子６＋２（昨年度６＋１）チームが申請 

以下の学校を承認した。 

《申請状況 5 月 15 日現在》 

ブロック 男子 女子 

東北 
山形（川西 11・米二１・米三１） 

福島（棚倉 15・浅川１） 

宮城（築館３・栗原西７） 

山形（川西９・米七１） 

関東 なし 山梨（白根御勅使 10・白根巨摩４） 

北信越 

新潟（○巻西 10・内野１・西川１） 

※拠点校部活動 

長野（○赤穂２・東０） 

※拠点校部活動 

新潟（○巻東９・西川３・小針１） 

※拠点校部活動 

長野（○赤穂 12・東０） 

※拠点校部活動 

東海 なし 
静岡（清水７・長泉北２・山田１・三島南１・
中郷西１） 

近畿 京都（蒲生野４・瑞穂 11） なし 

中国 なし 
山口（玖珂５・高森みどり２） 

岡山（磐梨９・吉井１・高陽１） 

四国 なし なし 

九州 なし なし 

※拠点校部活動に関しては、拠点となる学校に○を付けています。 

 

（９）地域クラブ活動の全中大会出場の承認について   《申請状況 5 月 12 日現在》 

男子 24 チーム（昨年度 21 チーム）、女子 20 チーム（昨年度 17 チーム） 

以下のクラブチームについて承認した。 

ブロック 男子 女子 

東北 〇岩手 岩手 U-15ホッケークラブ(19） 

〇青森 AOMORI HOCKEY U-15（８） 

〇岩手 岩手 U-15ホッケークラブ(21) 

〇青森 AOMORI HOCKEY U-15（９） 

関東 ☆茨城 TOKAIフィールドホッケークラブ U-15（16） 

☆栃木 TKHC U-15 エスペランサ日光（２） 

〇神奈川 慶応ホッケースクール（６） 

〇東京 フリークス東京Ｕ１５(９) 

〇埼玉 飯能ジュニアホッケークラブ(21) 

☆茨城 TOKAIフィールドホッケークラブ U-15（18） 

☆栃木 TKHC U-15 エスペランサ日光（２） 

〇東京 フリークス東京Ｕ１５（11) 

〇埼玉 飯能ジュニアホッケークラブ(13) 

北信越 なし ☆富山 RED OX OYABE HOCKY CLUB A-15(32) 

東海 〇静岡 ＳＨＣ(９) 

〇岐阜 かかみがはらホッケークラブ(14) 

〇岐阜 可児ＵＮＩＣ ＦＨＳＣ(12) 

〇三重 ナバリスタホッケークラブ(９) 

〇愛知 NPO法人愛知スポーツ倶楽部(12) 

〇岐阜 かかみがはらホッケークラブ(17) 

 



近畿 ☆滋賀 PROGRESS（７） 

〇兵庫 HC HYOGO HEARTS(28) 

☆滋賀 PROGRESS（12） 

〇兵庫 HC HYOGO HEARTS(８) 

中国 ☆山口 KUGAホッケークラブ（13） 

〇岡山 総合型瀬戸スポーツクラブ瀬戸ホッ
ケークラブ中学校の部(16) 

〇広島 Hiroshima Buena Vista HC(16) 

☆広島 Hiroshima Buena Vista HC(８) 

〇岡山 総合型瀬戸スポーツクラブ瀬戸ホッケ
ークラブ中学校の部(９) 

〇鳥取 鳥取ホッケークラブ(６) 

四国 〇香川 綾川ホッケークラブ(８) 

〇愛媛 松前ホッケークラブ(15) 

〇香川 綾川ホッケークラブ(７) 

〇愛媛 松前ホッケークラブ(12) 

九州 ☆鹿児島 SS樋脇 HC（７） 

〇長崎 川棚ホッケークラブ(12) 

〇宮崎 ALL STICKS CLUB(14) 

〇大分 大分アスリートホッケークラブ(20) 

〇佐賀 伊万里クラブ(18) 

☆鹿児島 SS樋脇 HC（６） 

〇長崎 川棚ホッケークラブ(５) 

〇宮崎 ALL STICKS CLUB(６) 

〇大分 大分アスリートホッケークラブ(10) 

〇佐賀 伊万里クラブ(10) 

               ※かっこの中は登録人数、☆：新規登録のチーム、〇：更新登録のチーム 

 

（10）エリートアカデミー、J-STAR、ＦＴＥＭ等について ・・・・・（担当：強化育成本部：馬場先生） 

馬場顧問から FTEMの推進について説明された                   資料 10・11・12 

○各都道府県で地域タレント発掘事業にホッケープログラムが実施されているか確認する。 

○中央選考会に参加する権利について 

  ４）各ブロックから推薦者（中学３年生に限る） 

     →各ブロック予選で推薦の可否を判断できるように各ブロックで検討する。 

○ＦＴＥＭに位置付けた取組をしていくことで、補助金や助成金を獲得することができるようになっている。 

 

（11）競技部・審判部より 

   ＝競技部＝ R7.2.23 に以下を確認。 

○アシスタントコーチを複数名おくことができるようになったが、u15部会では現状採用しないで
今まで通りで運用していくこと。 

○全中大会の行動規範確認書は要項に記載すること。 
○フェイスマスクが義務化されることについて。 
○「ヘアバンド・リストバンド」について規制をかけないこと。 
 
全中レギュレーションについて確認した。 

 

   ＝審判部＝ 

   ○フェイスマスクの義務化について確認。 

 

 

 

 

 

 



（12）第 25 回都道府県対抗 11 人制ホッケー選手権大会について 

・日程：令和７年１０月２５日（土）、２６日（日） 

・大会参加費 40,000 円 

・大会出場選手、スタッフの事前確認やプログラム作成にあたり U15 カテゴリー部会の協力、U15 テント
借用など具体的な調整を行う。 

★R５まで JHA より１２０万円の補助であったが、R６から TOTO 助成金を申請して実施して頂き、192 万
円の補助をいただいた。R７は 320 万円の補助をいただく予定。 

  ★R４に U15 カテゴリー部会内に「１１人制実行委員」を立ち上げ、U15 カテゴリー部会競技部を中心とし
て各ブロックより次世代のリーダーを募り実際に動き始めた。 

   ＝現状報告＝（鈴木競技部長） 

今年度も U15部会の専門委員を中心に実行委員を務め、１１人制実行委員が行っている役割について確認
した。 

   【11人制大会のルール（レギュレーション）について】 

・参加資格について、出身地における出場ではなく、ＪＨＡ登録チームの所在地で出場可能であることを
確認した。 

・令和６年度第２回常任委員会でＧＫなしのパワープレーの可否について協議した。各ブロック、各チー
ムの意見を集約し、令和７年度第１回常任委員会で再度協議することとした。 

  →令和７年度からＧＫなしのパワープレーは可とすることを確認。ただし、安全面について各チーム
で配慮すること。また、各監督がパワープレーについてのルールをきちんと確認しておく。 

 

（13）U15 海外遠征について 

・令和７年９月１３日（土）～１５日（月） U-15ジュニアユース選手選考会実施予定 

場所：宮城県栗原市築館多目的競技場、宮城県栗原市一迫多目的広場 

  ・海外遠征のスタッフについて 

U15 カテゴリー部会としては、来年度は男子監督を曽根原龍太（宮城：築館中）、女子監督を山田享平（和
歌山：吉備中）の 2 名を中心に今後スタッフを決定する。 

  ・オーストラリア遠征は、１１月１６日（日）出発、２５日（火）帰国予定。 

大会日程：２０日（木）～２３日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



連絡事項・その他 

（14）全中大会優秀選手について（選考方法：確認） 

   選考方法について確認し、異議なく承認される。 

 

（15）ブロック大会結果について 

   ブロック大会（全中ブロック予選）の結果は各ブロック常任委員でホームページにアップする。 

 

（16）地区(東･中･西)代表選手の選考～表彰について（＋賞状配布） 

   ・地区優秀選手（東・中・西）については、全地区がそろい次第、一斉にホームページにアップする。 

      ・「認定証」の作成、配布について 

 

（17）その他 

・常任委員会(第 2 回)の日程・場所の確認 

    日時：令和８年２月２８日（土）９時３０分～１５時３０分 場所：京都 

 

５ 閉会 

閉会にあたり、日本ホッケー協会 U15カテゴリー部会顧問馬場治男様から閉会のご挨拶をいただき、会を
閉じた。 


